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 義勇軍の募集要綱（抜粋）



　　　・わが純真な青少年諸君が満州に渡り、大陸の新天地で農業を通じて心身の鍛練

　　　　をはげみ、成長してからは満蒙開拓の中堅人物となることは、小さくみれば、
　　　　青少年諸君の身を立てるためであり、大きくみれば我が国とその兄弟国である
　　　　満州国との双方の発展に役立ち、ひいては東洋平和の礎を築くことになるので

　　　　あって、これこそ男子として大きな喜びでありましょう。

　　　・現地訓練を終了した者は原則として政府の補助金を受け、建国農民となり、

　　　　一戸あたり十町歩の耕地と若干の団協同用地を有する農村をつくるのでありま

　　　　すが、その中の特技訓練を受けた者は、その技能を開拓地で役立たせ、あるい

　　　　は鉱工その他の産業方面にも進出させることになります。


 開拓の実態



　　　・満州拓殖公社の社員が中国農民たちを一ヵ月の期限つきで立ち退かせるという

　　　　もので、しかもその価格がバカに安い。３間の家一軒につき２０００円要求な

　　　　のに対して、せいぜい６００円しか払わない。

　　　・ある開拓団が買収した村へ入っていった時、現住民の大半はすでにどこかへ移

　　　　っていったあとだったが、一つの部落にはまだ家族が残っていた。女たちは泣

　　　　きさけび、男たちは大鎌を振るって反抗し、大声でわめきながら家財を大車に

　　　　つんでさっていった。

　　　・ある開拓団が村に着くと、その村の元村長だった中国の農民が「うちのバアさ

　　　　んがこの家に来なかったか」と尋ねてきた。われわれは、昨夜遅くまでさわい

　　　　でいたが誰も見たものはいないと答えた。そのうち昨夜われわれがやっと水を

　　　　くんだ井戸におばあさんの死体があるのを、その子供たちが発見した。その老

　　　　農婦は「永年住み慣れた家と土地を返してくれと、４・の道を毎日歩いて、こ

　　　　の部落にやってきて、ただ部落の家の前に座っていた」ということだ。


 「大陸花嫁」について

 ・女子拓務訓練所（満州にわたる女性を訓練する所）の設立目的

　　　　満州開拓民の伴侶として確固たる信念を有する女子の育成

